
は

じ

め

に

永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
成
立
し
た
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
の
詩
文
集
『
鳩
嶺

集
』
内
に
、
渡
来
僧
西
澗
子
曇
の
詩
偈
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
仁
木
夏

（
�
）

実
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
西
澗
子
曇
（
一
二
四
九
│
一
三
〇

六
）
は
文
永
・
弘
安
の
役
を
挟
ん
で
二
度
来
日
し
た
禅
僧
で
、
鎌
倉
禅
林
の
成
立

期
に
お
け
る
重
要
な
人
物
と
し
て
禅
宗
史
上
に
お
い
て
は
必
ず
言
及
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
残
存
史
料
の
少
な
さ
も
あ
り
、
西
澗
子
曇
に
関
す
る
先
行
研

（
�
）

究
は
非
常
に
少
な
い
。
西
澗
子
曇
を
最
初
に
研
究
対
象
に
取
り
上
げ
た
の
は
葉
貫

（
�
）

磨
哉
氏
の
研
究
で
あ
る
。
葉
貫
氏
は
西
澗
子
曇
の
二
度
の
来
日
を
め
ぐ
る
日
本
禅

林
の
状
況
と
北
条
時
宗
の
禅
宗
信
仰
に
つ
い
て
分
析
し
、
宋
元
転
換
期
に
お
け
る

（
�
）

西
澗
子
曇
の
役
割
を
見
出
し
た
。
続
い
て
佐
藤
秀
孝
氏
が
西
澗
子
曇
の
行
状
を
翻

刻
し
た
上
で
、
諸
僧
伝
の
記
述
を
参
照
し
な
が
ら
、
西
澗
子
曇
の
生
涯
と
事
績
を

詳
細
に
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
禅
宗
史
の
研
究
成
果
を
受
け
、
仁
木
氏
は
『
鳩
嶺

集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
西
澗
子
曇
の
二
首
詩
偈
を
新
た
に
紹
介
し
、
詩
文
作
成

の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
仁
木
氏
の
検
討
に
よ
る
と
、
西
澗
子
曇
に
よ
る
詩

文
作
成
の
背
景
と
は
、「
道
中
の
安
全
を
祈
る
た
め
に
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
参
詣
」

（
�
）

を
勧
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

禅
僧
と
神
祇
の
関
係
は
中
世
禅
宗
成
立
史
上
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

（
�
）

八
幡
神
と
の
関
わ
り
は
よ
り
一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
八
幡
神
は
モ
ン
ゴ

ル
襲
来
と
い
う
社
会
背
景
の
も
と
、
異
敵
降
伏
の
神
と
し
て
公
武
社
会
を
あ
げ
て

篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
文
永
の
役
直
前
に
、
元
使
趙
良
弼
と

ほ
ぼ
同
時
に
来
日
し
た
西
澗
子
曇
の
詩
文
が
石
清
水
八
幡
宮
関
係
史
料
に
存
在
す

る
こ
と
自
体
、
重
要
で
面
白
い
発
見
で
あ
る
。
仁
木
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、『
鳩

嶺
集
』
は
西
澗
子
曇
が
二
回
目
の
来
日
を
果
た
す
以
前
に
、
石
清
水
八
幡
宮
権
別

当
田
中
良
清
が
石
清
水
八
幡
宮
関
連
の
秀
作
を
ま
と
め
た
詩
文
集
で
あ
り
、「
ほ

と
ん
ど
は
石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
行
事
や
詩
会
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
う
で
な
い
作
に
は
注
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
」
た
め
、『
鳩
嶺
集
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
西
澗
子
曇
の
二
首
の
詩
偈
は
彼
が
一
回
目
の
日
本
滞
在
中
に
石

清
水
八
幡
宮
へ
参
詣
す
る
際
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
判
明
で
き
る
。
し
か
し
、

西
澗
子
曇
が
石
清
水
八
幡
宮
へ
参
詣
し
た
の
は
道
中
安
全
の
た
め
で
あ
る
と
い
う

仁
木
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
論
を
展
開

す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
西
澗
子
曇
の
二
首
の
詩
偈
を
掲
げ
て
お
く
。

断
除
煩
悩
離
諸
塵
、
即
是
無
為
無
事
人
。
諸
仏
元
来
無
別
法
、
如
金
去
鉱
要

モ
ン
ゴ
ル
襲
来
期
の
渡
来
僧
西
澗
子
曇
と
八
幡
神

曾

昭

駿
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全
真
。

動
静
回
観
即
是
禅
、
時
時
提
取
要
精
専
。
忽
然
動
静
具
慮
却
、
水
在
澄
潭
月

（
�
）

在
天
。

仁
木
氏
は
右
の
詩
文
に
つ
い
て
、「
政
治
色
彩
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
単
純
に
禅

の
教
理
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
」
と
考
え
て
い
る
た
め
、
八
幡
神
の
異
敵
降
伏
と
い

う
「
先
入
観
」
を
捨
て
、
当
時
の
禅
僧
と
八
幡
神
の
事
例
か
ら
、
西
澗
子
曇
と
も

交
流
を
持
つ
東
福
寺
開
山
円
爾
が
八
幡
神
に
よ
り
暴
風
か
ら
助
け
ら
れ
た
先
例
を

重
視
す
る
。
同
時
に
、
仁
木
氏
は
右
の
詩
文
に
あ
る
「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
に
着

目
し
た
。「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
と
い
う
の
は
入
宋
僧
覚
阿
が
入
宋
を
終
え
、
帰

国
を
控
え
て
い
た
時
に
書
か
れ
た
一
句
、
い
わ
ば
辞
別
の
偈
と
認
識
し
、
西
澗
子

曇
が
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
西
澗
も
一
回
目
の
来
日
を
終
え
、
同
じ
く
帰

国
を
控
え
て
い
る
状
況
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
想
定
し
、
西
澗
子
曇
は
円
爾
に
よ

（
�
）

り
参
詣
を
勧
め
ら
れ
た
と
結
論
付
け
た
。

「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
と
は
入
宋
僧
覚
阿
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
仁
木
氏
の
指
摘
は
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
水
在
澄
潭
月
在
天
」

は
覚
阿
が
禅
僧
と
し
て
の
開
悟
偈
で
あ
り
、
辞
別
の
偈
で
は
な
い
た
め
、
西
澗
子

曇
が
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
帰
国
を
控
え
て
い
た
と
い
う
想
定
が
成
立

す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
は
日

中
禅
宗
界
に
お
い
て
か
な
り
知
ら
れ
て
い
る
名
句
の
よ
う
で
あ
る
。
当
該
詩
文
の

伝
播
状
況
、
す
な
わ
ち
西
澗
子
曇
が
そ
れ
を
知
り
得
る
状
況
を
改
め
て
把
握
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
西
澗
子
曇
が
石
清
水
八
幡
宮
で
何
故
こ
う
し
た
詩
文
を

読
ん
だ
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
今
一
度
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
詩
偈
か
ら
は
政
治
色
が
全
く
み
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
西
澗
子
曇
は
モ
ン
ゴ
ル

襲
来
と
い
う
神
仏
・
公
武
社
会
を
巻
き
込
ん
だ
異
常
な
社
会
情
勢
の
な
か
、
文
永

の
役
直
前
に
来
日
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
特
殊
性
は
研
究
史
上
で
も
言
及
さ
れ

（
�
）

て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
日
本
社
会
に
お
け
る
人
脈
、
と
り
わ
け
初
回
来
日
中
の

活
動
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
史
料
『
鳩
嶺
集
』
に
あ
る
西

澗
子
曇
の
二
首
の
詩
偈
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
創
作
背
景
の
再
検
討
を
行
い
、
西

澗
子
曇
の
初
回
来
日
中
に
お
け
る
動
向
と
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
期
に
お
け
る
こ
の
他

の
渡
来
僧
と
八
幡
神
の
関
係
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

日
中
禅
林
に
お
け
る
「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
の
伝
播

第
一
節

入
宋
僧
覚
阿
と
『
嘉
泰
普
燈
録
』

ま
ず
は
、
西
澗
子
曇
が
引
用
し
て
い
る
「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
に
つ
い
て
、
日

中
禅
林
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
て
い
た
の
か
考
察
し
て
い
く
。
当
該
詩
句

の
史
料
上
の
初
見
は
仁
木
氏
の
考
察
に
も
あ
る
よ
う
に
、
入
宋
僧
覚
阿
の
作
で
あ

（

）
る
。
覚
阿
（
一
一
四
三
│
没
年
不
明
）
は
元
は
比
叡
山
の
僧
で
、
承
安
元
年
（
一

一
七
一
）
に
入
宋
し
、
当
時
の
霊
隠
寺
住
持
で
あ
る
南
宋
の
禅
僧
瞎
堂
慧
遠
に
参

（

）

じ
、
嗣
法
し
た
後
帰
国
し
て
い
る
。
禅
宗
で
は
学
僧
が
久
し
く
参
禅
し
体
得
し
た

独
自
の
境
地
を
師
僧
に
検
証
し
て
も
ら
う
た
め
、
よ
く
自
己
の
体
得
に
基
づ
き
偈

頌
を
創
作
し
、
師
に
提
出
す
る
。
師
僧
が
認
め
れ
ば
、
印
可
を
下
す
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
学
僧
は
得
悟
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

偈
は
す
な
わ
ち
「
開
悟
偈
」
と
な
る
。「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
は
覚
阿
が
師
の
瞎

堂
慧
遠
に
印
可
さ
れ
た
開
悟
偈
の
な
か
の
一
句
で
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
覚
阿
が

開
悟
偈
を
呈
す
る
状
況
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
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﹇
史
料
一
﹈

覚
阿
上
人
、
日
本
国
藤
氏
子
也
。
十
四
得
度
受
具
、
習
大
小
有
声
。
二
十
九

属
商
者
自
中
都
回
、
言
禅
宗
之
盛
。
阿
奮
然
拉
法
弟
金
慶
、
航
海
而
来
、
歳

餘
始
至
（
乾
道
辛
卯
夏
也
）。
袖
香
拝
霊
隠
仏
海
禅
師
。（
中
略
）
明
年
秋
、

辞
遊
金
陵
、
抵
長
蘆
江
岸
、
聞
鼓
声
、
忽
穎
悟
、
始
知
仏
海
垂
手
旨
趣
。
①

旋
霊
隠
、
述
五
偈
、
叙
所
見
。
辞
海
東
帰
。
偈
曰
、
航
海
來
探
教
外
禅
、
要

離
知
見
脱
蹄
筌
、
諸
方
参
遍
草
鞋
破
、
②
水
在
澄
潭
月
在
天
、
其
一
。
掃
尽

葛
藤
与
知
見
、
信
手
拈
来
全
体
現
、
脳
後
円
光
徹
太
虚
、
千
機
万
機
一
時

転
、
其
二
。
妙
処
如
何
説
向
人
、
倒
地
便
起
自
分
明
、
驀
然
踏
著
故
田
地
、

倒
裹

頭
孤
路
行
、
其
三
。
求
真
滅
妄
元
非
妙
、
即
妄
明
真
都
是
錯
、
堪
笑

霊
山
老
古
錐
、
当
陽
抛
下
破
木
杓
、
其
四
。
竪
拳
下
喝
少
売
弄
、
説
是
論
非

入
泥
水
、
截
断
千
差
休
指
注
、
一
声
帰
笛
囉
囉
哩
、
。
其
五
。
③
海
称
善
、

（

）

書
偈
贈
其
行

乾
道
七
年
（
日
本
承
安
元
年
・
一
一
七
一
）
に
入
宋
し
た
覚
阿
は
、
し
ば
ら
く

霊
隠
寺
瞎
堂
慧
遠
の
会
中
に
滞
在
し
た
。
翌
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）、
霊
隠
寺

を
離
れ
、
江
南
の
禅
寺
へ
の
遍
歴
を
始
め
た
。
金
陵
（
現
在
の
江
蘇
省
）
の
長
蘆

あ
た
り
に
着
く
際
、
鼓
の
声
を
聞
き
、
悟
り
を
開
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
覚
阿

は
直
ち
に
霊
隠
に
戻
り
、
五
首
の
詩
偈
を
作
り
、
師
の
瞎
堂
慧
遠
に
呈
し
た
。
そ

の
第
一
首
の
末
句
は
「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、﹇
史
料
一
﹈
の
傍
線
部
①
と
③
で
あ
る
。
①
は
覚
阿
が
五

首
の
偈
頌
を
呈
し
、
所
見
を
述
べ
た
後
に
、
瞎
堂
慧
遠
に
辞
し
た
と
い
う
。
③
瞎

堂
慧
遠
が
覚
阿
（
の
偈
を
読
ん
だ
後
）
に
印
可
を
下
し
、
偈
を
書
い
て
覚
阿
の
行

を
送
っ
た
と
い
う
。
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
表
現
で
は
あ
る
が
、﹇
史
料
一
﹈
を

（

）

含
む
諸
僧
伝
に
は
、
覚
阿
の
帰
国
時
期
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
無

論
、
入
宋
僧
は
開
悟
偈
を
呈
し
、
南
宋
禅
僧
か
ら
印
可
を
も
ら
っ
た
後
に
、
帰
国

準
備
を
す
る
の
は
普
通
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
の
直
後
と
は
限
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
禅
僧
の
開
悟
偈
と
辞
別
偈
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

覚
阿
の
帰
国
時
期
に
つ
い
て
は
、
瞎
堂
慧
遠
の
塔
銘
に
「
覚
阿
留
三
年
、
作
投

（

）

機
五
頌
而
去
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
阿
は
瞎
堂
慧
遠
の
元
に
三
年
滞
在
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
覚
阿
が
帰
国
し
た
の
は
乾
道
九
年
（
承
安

（

）

三
年
・
一
一
七
三
）
の
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）
に
入

宋
し
、
翌
乾
道
八
年
の
秋
、
開
悟
偈
を
呈
し
た
覚
阿
は
、
少
な
く
と
も
も
う
一
冬

滞
在
し
、
翌
々
年
（
入
宋
し
て
三
年
目
）
に
帰
国
し
た
こ
と
と
な
る
。「
水
在
澄

潭
月
在
天
」
を
作
成
し
た
際
の
覚
阿
は
帰
国
を
控
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
う

解
釈
は
成
立
し
な
い
。

一
方
、
先
の
塔
銘
で
み
た
よ
う
に
、
覚
阿
が
開
悟
し
た
事
績
は
瞎
堂
慧
遠
の
塔

銘
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
南
宋
社
会
で
覚
阿
の
事
績
は
広
く
伝
わ
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
覚
阿
が
ま
だ
霊
隠
寺
に
滞
在
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
頃
、
瞎
堂
慧
遠
が
「
日
本
国
法
師
問
道
録
」
と
い
う
も
の
を
宋
の
孝
宗

（

）

に
呈
示
し
た
。
な
か
に
は
、
覚
阿
の
五
首
の
開
悟
偈
も
記
録
し
て
い
る
。
な
お
、

嘉
泰
四
年
（
一
二
〇
四
）
に
成
立
し
、
宋
の
寧
宗
に
入
蔵
を
勅
許
さ
れ
た
『
嘉
泰

（

）

普
灯
録
』
巻
二
〇
に
は
瞎
堂
慧
遠
の
法
嗣
と
し
て
「
叡
山
覚
阿
」
の
伝
が
立
て

ら
れ
、
そ
の
五
首
の
開
悟
偈
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。『
嘉
泰
普
灯
録
』
の
記
事
を

受
け
、
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）、
霊
隠
寺
の
地
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
当
時
の

（

）

禅
宗
僧
伝
の
集
大
成
で
あ
る
『
五
灯
会
元
』
巻
二
〇
に
も
覚
阿
の
伝
記
及
び
開
悟

偈
を
収
録
し
て
お
り
、
元
末
明
初
に
至
っ
て
も
、
こ
の
記
事
は
灯
史
（
禅
宗
僧

（

）

伝
）
に
継
承
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
西
澗
子
曇
が
来
日
す
る
二
年
前
の
文
永
六
年
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（
一
二
六
九
）
に
渡
来
し
、
鎌
倉
禅
興
寺
・
建
長
寺
な
ど
を
住
持
し
た
南
宋
の
禅

僧
大
休
正
念
が
日
本
僧
た
ち
に
説
法
す
る
際
、
覚
阿
の
霊
隠
寺
参
学
の
こ
と
を
あ

げ
て
い
る
。

﹇
史
料
二
﹈

中
夏
无
可
与
兄
弟
東
語
西
説
、
不
惜
口
業
、
借
手
行
拳
。
挙
前
言
往
行
、
恐

未
之
全
信
。
更
近
挙
日
本
先
達
参
唐
朝
宗
師
親
証
底
因
縁
、
庶

此
方
五
衆

信
心
、
信
知
有
吾
宗
最
妙
最
玄
一
段
大
事
。
豈
不
見
①
覚
阿
上
座
、
習
大
小

乘
有
声
、
二
十
九
歳
拉
法
第
金
慶
航
海
入
唐
、
参
見
佛
海
瞎
堂
遠
禅
師
。
雖

不
能
唐
言
、
以
笔
書
問
云
、
心
佛
与
衆
生
、
是
三
无
差
別
、
离
相
离
言
、
假

言
顕
之
。
禅
師
如
何
開
示
。
佛
海
曰
、
衆
生
虚
妄
見
、
見
佛
見
世
界
。
覚
阿

問
曰
、
无
明
因
何
而
有
。
海
便
打
。
阿
即
命
佛
海
升
座
决
疑
。
明
年
秋
、
辞

佛
海
。
游
金
陵
、
抵
長
蘆
江
岸
、
聞
鼓
声
大
悟
、
始
知
佛
海
垂
手
処
。
旋

隠
、
述
五
偈
、
叙
所
見
、
辞
帰
東
海
。
其
一
曰
、
航
海
来
探
教
外
伝
、
要
离

知
見
脱
蹄
筌
、
諸
方
参
遍
草
鞋
破
、
水
在
澄
潭
月
在
天
。（
中
略
）
佛
海
与

（

）

印
証
、
出
偈
送
行
。
②
記
在
普
灯
、
昭
昭
可
考

大
休
正
念
は
日
本
の
出
家
者
た
ち
を
激
励
す
る
た
め
、
覚
阿
が
瞎
堂
慧
遠
の
印

可
を
受
け
た
こ
と
を
「
吾
宗
の
最
妙
最
玄
な
る
一
段
の
大
事
」
と
し
て
あ
げ
て
お

り
、
覚
阿
の
開
悟
す
る
経
緯
及
び
五
首
の
開
悟
偈
を
も
あ
げ
て
い
る
。
最
後
に
は

傍
線
部
②
「
記
す
こ
と
普
灯
（『
嘉
泰
普
灯
録
』）
に
在
り
て
、
昭
昭
（
明
白
）
た

り
て
考
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
休
正
念
は
『
嘉
泰
普
灯
録
』
に
基
づ
い
て

引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
南
宋
の
禅
僧
は
覚
阿
の
事
績
及
び
開

悟
偈
に
つ
い
て
、
禅
宗
灯
史
を
通
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で

あ
る
。

（

）

西
澗
子
曇
は
一
回
目
の
来
日
中
に
、
大
休
正
念
か
ら
「
示
曇
侍
者
」
と
い
う
詩

偈
を
も
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
両
者
の
交
流
が
う
か
が
え
る
。
西
澗
子
曇
が

大
休
正
念
の
も
と
で
前
掲
法
語
を
聞
き
、
覚
阿
の
事
績
・
開
悟
偈
を
知
り
得
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
大
休
正
念
と
同
様
に
、
僧
伝
か
ら
知
り
得
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
最
も
考
え
ら
れ
る
の
は
咸
淳
四
年
（
一
二
六

八
）、
南
宋
で
開
版
さ
れ
た
日
本
僧
月
峰
了
然
の
語
録
か
ら
の
情
報
で
あ
る
。

第
二
節

石
帆
惟
衍
と
『
月
峰
和
尚
語
録
』

日
本
僧
月
峰
了
然
は
建
長
寺
開
山
蘭
渓
道
隆
の
弟
子
で
あ
り
、
元
は
京
都
の
大

学
博
士
で
あ
っ
た
が
、
蘭
渓
道
隆
の
来
日
以
後
、
そ
の
門
を
投
じ
て
弟
子
と
な
っ

た
。
後
に
鎌
倉
極
楽
寺
（
後
の
浄
妙
寺
）
住
持
と
な
っ
て
お
り
、
蘭
渓
道
隆
を
派

（

）

祖
と
す
る
大
覚
門
派
の
重
要
人
物
で
あ
る
。
佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
月
峰
了
然
没
後

に
、
そ
の
語
録
『
月
峰
和
尚
語
録
』
が
編
纂
さ
れ
、
大
覚
門
派
の
入
宋
僧
に
よ
っ

て
南
宋
の
江
南
禅
林
に
持
ち
こ
ま
れ
、
開
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
に
は

月
峰
了
然
の
臨
終
偈
「
七
十
一
年
、
夜
梦
紛
然
、
一
旦
覚
来
有
何
事
、
水
在
澄
潭

（

）

月
在
天
」
を
収
録
し
て
い
る
。

『
月
峰
和
尚
語
録
』
の
開
版
に
あ
た
っ
て
は
、
咸
淳
四
年
（
一
二
六
八
）
臨
安

（

）

浄
慈
寺
住
持
で
あ
っ
た
石
帆
惟
衍
が
語
録
に
序
文
を
書
い
て
い
る
。
石
帆
惟
衍
は

西
澗
子
曇
の
師
で
あ
り
、
語
録
の
跋
文
を
作
成
し
た
咸
淳
四
年
に
は
、
西
澗
子
曇

（

）

は
そ
の
元
で
焼
香
侍
者
を
務
め
て
い
る
。
焼
香
侍
者
と
い
う
の
は
住
持
に
随
侍
す

る
最
も
身
近
な
五
人
の
侍
者
の
一
人
で
あ
り
、
住
持
が
焼
香
す
る
と
き
に
従
う
重

要
な
役
で
あ
っ
た
。
石
帆
惟
衍
に
よ
る
語
録
序
文
作
成
の
際
、
そ
の
身
辺
に
い
る

西
澗
子
曇
が
当
該
語
録
に
目
を
通
し
、「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
を
知
っ
た
可
能
性
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も
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
と
い
う
一
句
は
覚
阿
の
開
悟
偈
に
せ
よ
、
月
峰
了
然
の

臨
終
偈
に
せ
よ
、
日
本
禅
宗
史
上
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
覚
阿
が
帰
国
後
に
、
そ
の
禅
宗
法
脈
は
拡
が
ら
な
か
っ
た
が
、

南
宋
の
禅
僧
に
印
可
さ
れ
、
中
国
灯
史
に
記
さ
れ
て
い
る
最
初
の
日
本
僧
と
し

（

）

て
、
覚
阿
は
日
本
禅
宗
史
上
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
月
峰
了

然
と
そ
の
語
録
は
鎌
倉
禅
林
成
立
初
期
、
日
本
の
禅
僧
語
録
の
濫
觴
と
し
て
評
価

で
き
る
。
中
世
屈
指
の
学
僧
虎
関
師
錬
が
「
建
長
・
正
嘉
の
間
、
此
の
方
の
禅

語
、
未
だ
醇
な
ら
ず
。
月
峰
、
是
の
時
に
於
い
て
提
唱
す
。
見
る
べ
し
蓋
し
得
有

（

）

る
者
は
必
ず
言
い
有
り
と
い
う
の
謂
か
」
と
述
べ
て
お
り
、
後
世
の
日
本
禅
僧
に

与
え
た
影
響
が
う
か
が
え
よ
う
。

一
方
、
大
休
正
念
が
中
国
禅
林
で
こ
の
句
を
覚
え
、
日
本
禅
林
で
参
学
僧
た
ち

に
教
え
て
い
る
事
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
は
傑

作
と
し
て
日
中
両
国
の
禅
宗
界
で
知
ら
れ
て
て
お
り
、
中
国
禅
僧
も
こ
れ
を
吸
収

し
て
お
り
、
ま
た
日
本
の
参
学
僧
の
た
め
に
示
し
て
い
る
。
鎌
倉
禅
林
成
立
初
期

に
お
い
て
、
日
本
の
禅
僧
も
開
悟
の
境
地
に
到
達
で
き
る
と
い
う
自
信
を
付
け
る

こ
と
に
も
な
る
。
西
澗
子
曇
が
日
本
と
関
係
深
い
「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
の
句
を

引
用
し
八
幡
神
に
捧
げ
た
背
景
は
、
そ
の
よ
う
な
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
二
章

鎌
倉
時
代
の
渡
来
僧
と
八
幡
神
信
仰

第
一
節

日
本
禅
僧
と
八
幡
神
の
関
係

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
渡
来
僧
西
澗
子
曇
は
石
清
水
八
幡
宮

（

）

に
参
詣
す
る
際
、
詩
偈
を
書
い
た
。
本
章
で
は
当
該
時
の
渡
来
僧
と
八
幡
神
の
関

係
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
中
世
の
八
幡
信
仰
、
日

（

）

本
の
禅
僧
と
八
幡
神
の
関
係
を
概
観
し
て
お
く
。

八
幡
神
に
対
す
る
信
仰
は
宇
佐
神
宮
か
ら
始
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
貞
観
元
年

（
八
五
九
）、
奈
良
大
安
寺
僧
行
教
が
清
和
天
皇
の
命
を
受
け
、
宇
佐
八
幡
宮
か
ら

京
都
男
山
に
勧
請
し
石
清
水
八
幡
宮
を
創
建
し
た
こ
と
で
天
皇
家
に
よ
る
八
幡
神

信
仰
受
容
の
主
な
舞
台
と
な
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
に
際
し
て
は
、
後
深
草
天
皇

・
亀
山
上
皇
が
度
々
石
清
水
八
幡
宮
に
足
を
運
ん
で
お
り
、
石
清
水
八
幡
宮
を
含

む
全
国
二
十
二
ヶ
所
重
要
神
社
に
異
国
降
伏
の
祈
祷
を
命
じ
て
い
る
。
八
幡
神
の

鎮
護
国
家
の
力
が
大
い
に
期
待
さ
れ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
鎌
倉
に
お
い
て
は
、

康
平
六
年
（
一
〇
六
三
）、
源
頼
義
が
武
家
の
繁
栄
を
守
る
た
め
石
清
水
八
幡
宮

か
ら
勧
請
し
、
鎌
倉
鶴
岡
に
八
幡
宮
を
創
建
し
た
。
八
幡
神
に
仕
え
る
た
め
に
供

僧
職
を
設
け
、
僧
侶
た
ち
を
鎌
倉
に
招
い
た
こ
と
が
、
鎌
倉
の
仏
教
受
容
の
嚆
矢

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
石
清
水
八
幡
宮
と
鶴
岡
八
幡
宮
に
関
わ
る
禅
僧
と
八

幡
神
の
交
渉
は
多
か
っ
た
。
史
料
上
の
初
見
は
東
福
寺
開
山
円
爾
（
一
二
〇
二
│

一
二
八
〇
）
の
事
例
に
な
る
。

﹇
史
料
三
﹈

爾
泛
海
風
浪
蕩
漾
漂
泛
洋
中
、
發
五
月
朔
、
至
六
月
晦
、
著
高
麗
國
耽
沒
羅

阿
私
山
下
、
近
岸
猛
風
俄
起
、
共
發
者
三
舶
、
二
船
已
沒
、
爾
所
乘
船
忽
有

一
女
人
、
怪
之
、
爾
問
曰
、
宋
舶
元
無
婦
人
、
自
何
來
、
女
曰
、
我
是
八
幡

（

）

大
菩
薩
也
、
擁
護
師
耳
、
言
已
即
隱
、
故
無
敗

嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）、
円
爾
が
入
宋
し
、
径
山
の
無
準
師
範
に
参
じ
嗣
法

し
た
。
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）、
円
爾
が
帰
国
途
中
に
、
暴
風
に
遭
遇
し
、
同
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時
に
出
発
し
た
三
つ
の
船
の
中
の
二
つ
が
沈
没
し
、
円
爾
が
乗
っ
て
い
る
船
の
み

が
無
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
八
幡
神
と
名
乗
る
女
性
が
現
れ
、
円
爾
を
守
る
た

め
に
来
た
と
い
う
。
八
幡
神
の
保
護
に
よ
っ
て
円
爾
の
航
海
安
全
が
守
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
円
爾
は
入
宋
す
る
以
前
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
証
義
を
務

（

）

め
て
い
る
た
め
、
八
幡
神
と
の
関
係
は
古
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

少
し
時
代
を
下
る
と
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
、
禅
僧
無
本
覚
心
の
八
幡

神
詫
宣
事
件
が
あ
る
。
八
幡
神
が
紀
州
野
上
八
幡
宮
に
行
き
、
野
上
庄
下
司
木
工

助
入
道
信
智
の
女
と
信
智
の
長
男
の
妻
に
憑
依
し
、
無
本
覚
心
と
問
答
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
詫
宣
記
が
作
成
さ
れ
、
無
本
覚
心
の
も
と
へ
禅
要
を
問
答

（

）

す
る
た
め
に
八
幡
神
が
来
降
す
る
と
描
か
れ
る
。
後
に
こ
の
こ
と
は
尾
張
長
母
寺

の
無
住
道
暁
に
届
い
て
お
り
、
無
住
道
暁
は
『
沙
石
集
』
巻
五
に
以
下
の
よ
う
に

記
す
。﹇

史
料
四
﹈

建
治
年
中
、
紀
州
ニ
シ
テ
、
八
幡
大
菩
薩
ゴ
託
宣
ア
リ
ケ
ル
ニ
モ
、「
世
ニ

ア
レ
バ
、
我
見
ヲ
思
ヒ
、
妻
子
ヲ
ハ
グ
、
マ
ム
ト
シ
テ
物
ヲ
思
ハ
、
罪
ニ
テ

ア
ル
ナ
リ
。
只
遁
世
殊
勝
ナ
リ
」
ト
ノ
給
フ
、
諸
宗
ノ
中
ニ
ハ
、
何
レ
カ
当

世
殊
ニ
利
益
候
」
ト
、
人
問
申
ケ
レ
バ
、「
坐
禅
殊
ニ
ホ
メ
ラ
レ
タ
リ
。
一

時
片
時
ナ
リ
ト
モ
、
物
ヲ
思
ハ
ヌ
ガ
目
出
キ
事
ニ
テ
ア
ル
ナ
リ
。
仏
ニ
ナ
ラ

ム
ト
思
フ
、
猶
妄
念
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
モ
テ
余
ノ
事
ハ
シ
ル
ベ
シ
。
我
モ
常
ニ

ハ
、
坐
禅
ノ
心
地
ナ
リ
。
又
、
我
本
地
ハ
阿
弥
陀
ナ
リ
。
我
本
願
ヲ
馮
テ
一

心
ニ
念
仏
ス
ル
、
此
行
ヤ
ス
ク
シ
テ
肝
要
也
、
ス
ベ
テ
ハ
、
念
仏
ニ
テ
モ
、

真
言
ニ
テ
モ
、
只
一
心
ニ
ツ
ト
ム
レ
バ
、
必
ズ
生
死
ヲ
出
」
ト
、
ノ
給
ト
云

（

）

ヘ
リ
。
何
ノ
神
モ
、
御
心
同
キ
ヲ
ヤ

ま
た
正
安
三
年
か
ら
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
一
│
一
三
〇
四
）
の
間
に
成
立
し
た

と
さ
れ
る
八
幡
神
の
霊
験
を
説
い
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
は
、「
禅
宗
も
神
慮
に

叶
故
に
、
由
良
の
上
人
に
は
御
形
を
示
し
、
禅
法
の
深
義
を
詫
宣
し
ま
し
ま
す
事

（

）

あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
紀
州
の
一
地
方
で
起
き
た
事
件
は
驚
く
ほ
ど
広
が
り
、

『
八
幡
愚
童
訓
』
の
作
者
と
考
え
ら
れ
る
石
清
水
八
幡
宮
祠
官
の
注
目
す
る
と
こ

（

）

ろ
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
後
期
に
お
い
て
、
禅
宗
を
守
護
す
る
神
明
が
無
い
と
い
う
顕
密
諸
宗
の
批

判
に
対
し
、
神
祇
思
想
へ
の
接
近
は
当
該
期
に
お
け
る
鎌
倉
新
仏
教
の
課
題
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
燈
派
を
め
ぐ
る
神
祇
と
の
関
係
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
動

向
は
、
禅
僧
の
一
種
の
宗
教
運
動
で
あ
り
、「
禅
僧
た
ち
に
よ
る
禅
宗
独
立
の
た

（

）

め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節

渡
来
僧
蘭
渓
道
隆
・
無
学
祖
元
と
八
幡
神

次
い
で
渡
来
僧
と
八
幡
神
と
の
事
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
寛
元
四
年
（
一
二

四
六
）
年
に
来
日
し
、
の
ち
に
建
長
寺
の
開
山
と
な
る
蘭
渓
道
隆
も
八
幡
神
と
の

交
渉
が
見
ら
れ
る
。

﹇
史
料
五
﹈

福
山
寢
室
之
後
有
池
、
池
側
有
松
、
其
樹
條
直
。
一
日
、
斜
偃
向
室
。
衆
僧

怪
之
。
隆
曰
、
偉
服
之
人
、
居
松
上
、
與
我
語
。
我
問
、
住
何
處
。
對
曰
、

山
之
左
鶴
岡
也
。
語
已
不
見
。
以
其
人
之
居
故
松
偃
耳
。
諸
徒
曰
、
①
鶴
岡

者
八
幡
大
神
之
祠
所
也
。
恐
神
來
此
耳
。
自
此
其
徒
欄
楯
其
樹
、
名
曰
靈

松
。
②
徒
屬
中
有
流
言
者
、
因
此
爲
甲
州
之
行
。
北
地
之
胥
吏
氓
黎
、
幸
隆
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之
竄
謫
。
隆
亦
曰
、
我
爲
法
跨
海
入
此
國
、
只
周
旋
皇
畿
侯
服
而
已
、
不
遑

誘
導
遠
陬
也
。
偶
罹
于
讒
誣
而
狎
于
羯

、
是
我
弘
道
之
素
也
。
天
龍
豈
有

意
於
此
乎
。
甲
之
居
猶
洛
之
數
。
又
還
相
、
主
龜
谷
山
。
六
群
之
徒
、
謗
吻

（

）

未
合
、
再
成
甲
行
。
又
還
壽
福
。
弘
安
元
年
孟
夏
、
歸
于
福
山

蘭
渓
道
隆
が
建
長
寺
住
持
と
な
っ
て
い
た
時
、
そ
の
寝
室
の
後
の
池
に
松
が
あ

っ
た
。
元
々
真
っ
直
ぐ
伸
び
て
い
た
松
樹
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
日
そ
の
枝
が
寝
室

に
傾
斜
し
近
づ
い
て
き
た
。
枝
の
上
に
、
蘭
渓
道
隆
に
し
か
見
え
な
い
神
人
が
お

り
、
蘭
渓
道
隆
に
話
し
か
け
て
き
た
。
そ
こ
で
蘭
渓
道
隆
が
神
人
に
何
所
に
住
す

る
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
神
人
が
「
山
之
左
鶴
岡
」
と
答
え
た
。
建
長
寺
僧
侶
た

ち
が
こ
の
話
を
聞
い
て
、
み
な
神
人
の
こ
と
を
建
長
寺
の
左
に
位
置
す
る
鶴
岡
の

八
幡
神
で
は
な
い
か
と
思
い
、
松
樹
を
霊
松
と
見
做
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
八
幡
神
が
蘭
渓
道
隆
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
蘭
渓
道
隆
の
語
録
に
は
次
の
よ
う
な
八

幡
神
を
語
る
史
料
が
あ
る
。

﹇
史
料
六
﹈

因
地
震
上
堂
、
若
人
見
徹
本
源
、
大
地
悉
皆
震
動
、
昨
夜
建
長
拄
杖
子
、
成

等
正
覺
、
直
得
六
十
八
州
山
川
草
木
、
美
欣
欣
、
閙
鬨
鬨
、
引
得
八
幡
菩
薩

若
宮
王
子
、
聚
頭
談
論
云
、
從
今
以
後
、
兵
器
戈
矛
、
不
復
拈
弄
、
四
海
晏

清
、
萬
邦
入
貢
、
雖
然
如
是
、
在
我
衲
僧
分
上
、
有
何
奇
特
、
卓
拄
杖
、
永

（

）

日
寥
寥
賀
泰
平
、
三
條
椽
下
慵
迎
送

正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
八
月
二
十
三
日
、
鎌
倉
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し

（

）
た
。
こ
の
日
の
上
堂
法
語
（
仏
事
に
お
け
る
住
持
の
説
法
）
に
は
、
蘭
渓
道
隆
は

大
地
の
震
動
に
つ
い
て
、
人
間
が
忽
然
に
開
悟
し
た
こ
と
に
因
ん
で
、
八
幡
菩
薩

と
若
宮
王
子
が
現
れ
、
祝
福
の
意
を
か
ね
て
盛
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
と
す
る
。

ま
た
、
年
不
詳
の
歳
旦
上
堂
（
元
旦
に
行
う
上
堂
）
に
、
蘭
渓
道
隆
は
以
下
の
よ

う
に
説
法
を
行
っ
て
い
る
。

﹇
史
料
七
﹈

今
朝
正
月
旦
、
衆
患
皆
消
散
、
石
女
戴
花
回
、
木
人
偸
眼
看
、
引
得
伊
勢
祠

山
八
幡
二
所
三
嶋
大
神
等
、
踊
躍
讃
歎
云
、
我
賢
劫
未
聞
亦
未
見
、
從
今
以

後
、
展
五
神
通
、
護
持
梵
刹
、
斯
道
興
隆
、
拄
杖
子
遂
問
。
梵
刹
興
隆
則
且

置
。
只
如
佛
有
六
通
。
神
有
五
通
。
如
何
是
那
一
通
。
諸
神
皆
罔
措
。
山
僧

（

）

向
他
道
。
汝
若
問
我
、
我
爲
汝
説
。
且
如
何
是
那
一
通

新
年
の
日
に
、
伊
勢
・
祠
山
・
八
幡
・
二
所
三
嶋
大
神
な
ど
が
一
堂
に
集
ま

り
、
禅
寺
・
禅
宗
の
興
隆
を
庇
護
す
る
と
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
神
々
は
五
神
通
を
施
す
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
人
格
化
し
た

拄
杖
子
（
禅
僧
の
杖
）
は
「
佛
は
六
通
有
り
、
神
は
五
通
有
」
る
と
述
べ
、
そ
の

不
足
分
の
一
通
は
何
者
な
の
か
と
神
々
に
聞
い
た
。
六
神
通
と
は
禅
定
を
修
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
六
種
の
超
人
的
な
能
力
の
こ
と
で
、
天
眼
通
・
天
耳
通

・
他
心
通
・
宿
命
通
・
神
足
通
（
ま
た
は
神
境
通
）
の
五
神
通
に
漏
尽
通
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
漏
尽
通
は
一
切
の
煩
悩
が
な
く
な
っ
て
、
迷
い
の
世
界
に

再
び
戻
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
知
る
智
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
漏
尽
通
を
有
し
て
い

な
い
神
祇
た
ち
は
拄
杖
子
の
問
い
に
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
蘭
渓
道
隆
が
か
わ
り

に
大
衆
に
話
し
た
と
い
う
。
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こ
こ
で
登
場
す
る
「
伊
勢
」
と
「
八
幡
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
伊
勢
神
と
八

幡
神
の
こ
と
で
あ
り
、「
二
所
三
嶋
」
は
二
所
権
現
・
三
嶋
大
社
の
こ
と
で
あ
り
、

八
幡
神
と
並
び
鎌
倉
幕
府
の
崇
敬
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
日
本
の
神
々
に
「
祠

山
」
と
い
う
建
長
寺
の
伽
藍
神
で
あ
る
祠
山
大
帝
、
い
わ
ば
渡
来
神
も
加
わ
っ
て

い
る
。
近
世
に
成
立
し
た
建
長
寺
の
地
図
「
建
長
寺
伝
延
宝
図
」
に
よ
れ
ば
、
建

（

）

長
寺
境
内
に
は
八
幡
神
が
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
創
建
当
時
の
状
況
ま
で

辿
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
建
長
寺
近
く
に
位
置
す
る
鶴
岡
八
幡
宮
が
早
く
か
ら
建

長
寺
内
に
勧
請
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
蘭
渓
道
隆
が
一
早
く
八

幡
神
な
ど
日
本
の
神
祇
を
積
極
的
に
説
法
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
注
目
は
す
べ

き
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
神
祇
に
接
近
し
た
蘭
渓
道
隆
の
活
動
と
相
反
し
て
、
文
永
の

役
前
後
に
は
、
蘭
渓
道
隆
は
間
諜
で
あ
る
と
い
う
疑
惑
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
二
度
甲
州
に
追
放
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
し
た
﹇
史
料
五
﹈
傍
線
部
②
に
あ
る

よ
う
に
、「
従
属
の
中
に
流
言
す
る
も
の
有
」
る
た
め
、
鎌
倉
幕
府
に
よ
り
甲
州

へ
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
関
連
す
る
も
の

と
し
て
次
の
史
料
が
あ
る
。

﹇
史
料
八
﹈

文
永
九
年
壬
申
九
月
三
日
、
應
衆
請
以
住
相
陽
之
胡
桃
谷
法
源
寺
。
①
時
比

叡
山
徒
衆
厭
我
宗
䁀
盛
、
而
捧
書
訴
之
闕
。
於
是
大
覚
禅
師
寄
跡
於
甲
州
、

或
居
奥
之
松
島
、
②
師
（
無
象
静
照
）
随
之
作
伴
、
偏
嘆
我
宗
欲
廢
、
仍
作

（

）

一
書
以
奉
之
朝
、
命
曰
興
禅
記
。
丁
此
時
也

葉
貫
氏
に
よ
れ
ば
、
参
学
僧
か
ら
流
さ
れ
た
流
言
は
、
や
が
て
比
叡
山
衆
従
に

利
用
さ
れ
、
幕
府
に
よ
る
処
罰
を
要
求
す
る
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ

が
、
改
め
て
﹇
史
料
八
﹈
の
傍
線
部
①
を
見
る
と
、「
時
に
比
叡
山
徒
衆
、
我
が

宗
の
䁀
盛
（
興
隆
）
を
厭
う
」
た
め
、
大
覚
禅
師
す
な
わ
ち
蘭
渓
道
隆
へ
の
処
罰

を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
②
に
あ
る
よ
う
に
、
蘭
渓
道
隆
の
追
放
先
で

行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
日
本
僧
無
象
静
照
が
、「
偏
に
我
が
宗
欲
廢
れ
ん
と
欲

す
こ
と
を
嘆
」
い
て
お
り
、
蘭
渓
道
隆
の
追
放
に
よ
る
日
本
禅
宗
へ
の
悪
影
響
が

想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
禅
宗
を
広
め
る
趣
旨
を
有
す
る
「
興
禅

記
」
を
作
成
し
、
朝
廷
に
献
上
し
た
。
結
局
、
蘭
渓
道
隆
の
追
放
は
文
永
の
役
と

ほ
ぼ
同
時
に
終
わ
っ
た
。
彼
の
追
放
は
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
に
ま
つ
わ
る
流
言
に
よ

る
も
の
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
は
否
定
出
来
な
い
も
の
の
、
そ
の
背
後
に
比
叡

山
側
の
禅
宗
に
対
す
る
非
難
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
康
永
・
応
安
の

山
門
嗷
訴
の
際
に
出
さ
れ
た
山
門
の
訴
え
の
中
で
は
、
禅
宗
の
こ
と
を
「
敵
国
の

（

）

異
人
」
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
後
の
南
北
朝
時
代
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
禅
宗
の

興
隆
に
危
機
感
を
抱
き
、
禅
宗
は
敵
国
か
ら
来
た
異
人
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
い

う
考
え
方
は
鎌
倉
末
期
に
お
い
て
山
門
側
に
す
で
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
早
く

か
ら
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）、
京
都
あ
た
り
で
起
き
た
大
風
さ
え
、
栄
西
ら

禅
僧
た
ち
が
異
国
風
の
袖
の
大
き
い
衣
を
身
に
つ
け
た
せ
い
で
あ
る
と
非
難
さ
れ

（

）

て
い
る
。
蘭
渓
道
隆
を
め
ぐ
る
間
諜
疑
惑
は
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
を
背
景
と
し
て
禅

宗
が
「
敵
国
の
異
人
」
を
主
体
と
す
る
仏
教
で
あ
る
と
し
て
攻
撃
の
的
と
な
っ
た

こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

蘭
渓
道
隆
没
後
、
そ
の
間
諜
疑
惑
は
立
ち
消
え
た
。
北
条
時
宗
は
流
言
を
信

じ
、
蘭
渓
道
隆
を
追
放
し
た
こ
と
を
後
悔
し
つ
つ
、
次
の
渡
来
僧
の
来
日
を
期
待

し
た
。
そ
の
期
待
に
対
し
、
来
日
し
た
の
は
円
覚
寺
開
山
無
学
祖
元
で
あ
っ
た
。

次
に
無
学
祖
元
と
八
幡
神
の
事
例
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
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﹇
史
料
九
﹈

元
謂
徒
曰
、
我
初
不
欲
來
此
土
、
而
有
些
子
因
縁
故
至
焉
。
①
我
在
宋
、
禅

定
中
甞
見
神
人
、
峩
冠
偉
服
、
手
執
圭
、
貌
挺
特
、
告
曰
、
願
和
尚
降
我

國
。
如
是
者
數
矣
。
我
不
省
何
事
。
然
毎
神
人
至
、
先
一
金
龍
來
入
袖
中
、

亦
有
群
鴿
子
、
或
青
白
之
者
、
或
飛
啄
之
態
、
或
上
予
膝
上
、
亦
不
測
由
。

②
及
入
此
國
、
一
時
有
人
語
曰
、
當
境
有
明
神
曰
八
幡
大
菩
薩
、
威
靈
甚

新
。
師
已
棲
斯
界
、
盍
詣
祠
燒
香
一
遭
。
予
因
此
至
八
幡
宮
、
視
殿
梁
上
有

數
箇
木
鴿
子
、
問
之
。
對
者
曰
、
此
神
之
使
鳥
耳
。
故
偶
焉
。
③
予
即
知
禅

定
中
之
峩
冠
、
此
神
也
。
老
僧
到
此
不
偶
然
耳
。
④
汝
等
造
老
僧
陋
質
、
膝

（

）

上
安
鴿
子
及
金
龍
、
以
應
往
年
之
讖

無
学
祖
元
の
来
日
以
前
、
金
龍
と
白
鳩
が
め
ぐ
っ
て
い
る
神
人
を
座
禅
中
に
見

て
、
そ
の
神
人
は
無
学
祖
元
に
ぜ
ひ
我
が
国
に
来
降
す
る
よ
う
声
を
か
け
た
と
い

う
。
後
の
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）、
無
学
祖
元
が
北
条
時
宗
の
招
請
を
受
け
て

来
日
し
た
後
、
現
地
の
日
本
僧
に
八
幡
神
の
霊
験
を
教
え
ら
れ
、
鶴
岡
八
幡
宮
へ

行
っ
た
と
こ
ろ
、
八
幡
宮
の
梁
の
上
に
木
製
の
鳩
を
目
に
し
て
、
昔
坐
禅
中
に
見

た
神
人
は
八
幡
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
故
に
、
無
学
祖
元
は
「
老
僧
、

此
に
到
て
偶
然
な
ら
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
無
学
祖
元
自
身
が
語
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
無
学
祖
元
は
八
幡

（

）

神
に
選
ば
れ
招
か
れ
た
と
い
う
説
も
生
じ
た
。
ま
た
無
学
祖
元
の
語
録
に
は
「
八

幡
宮
祈
風
」
と
い
う
詩
偈
が
あ
り
、「
風
駕
寒
潮
苦
打
頭
、
連
宵
祠
下
覺
遅
留
、

（

）

聖
君
速
轉
西
南
信
、
鳳
翼
翩
翩
送
客
舟
」
と
い
う
。
詩
文
を
文
字
通
り
読
み
取
る

と
、
天
候
不
良
の
中
、
八
幡
宮
付
近
に
連
日
滞
在
し
て
、
八
幡
神
に
舟
を
進
ま
せ

る
西
南
風
を
吹
か
せ
る
よ
う
祈
祷
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
詳
し
い
事
情
は
不
明

で
あ
る
が
、
無
学
祖
元
が
八
幡
神
に
対
し
、
祈
祷
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
よ

（

）

う
。
な
お
、
同
語
録
に
「
賀
茂
廟
祈
風
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
二
首
の
祈
風

偈
は
鎌
倉
へ
向
か
う
途
中
に
、
京
都
滞
在
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ひ

と
ま
ず
無
学
祖
元
の
来
日
時
の
社
会
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
六
月
末
、
無
学
祖
元
一
行
は
大
宰
府
に
到
着
し
た
。

同
年
六
月
二
十
五
日
、
元
使
周
福
等
も
日
本
対
馬
に
到
着
し
た
。
鎌
倉
幕
府
は
元

使
来
日
の
消
息
を
聞
き
、
直
ち
に
周
福
ら
を
捕
ら
え
、
博
多
で
斬
っ
た
。
文
永
の

（

）

役
以
後
、
鎌
倉
幕
府
の
元
軍
に
対
す
る
敵
愾
心
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
緊

張
し
た
国
際
情
勢
下
に
お
い
て
、
来
日
し
た
無
学
祖
元
は
上
陸
直
後
、
東
福
寺
円

爾
の
命
を
受
け
て
待
機
し
て
い
た
日
本
僧
に
迎
え
ら
れ
、
上
洛
を
促
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
京
都
到
着
後
、
無
学
祖
元
は
北
条
時
宗
よ
り
館
に
留
ま
っ
て
人
と
接
す
る

（

）

こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
、
蘭
渓
道
隆
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ

う
、
敵
国
す
な
わ
ち
元
朝
か
ら
渡
来
し
た
無
学
祖
元
に
対
す
る
保
護
で
あ
る
こ
と

（

）

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
無
学
祖
元
は
八
幡
神
に
導
か
れ
て
来
日
し
た
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
（﹇
史
料
九
﹈
傍
線
部
③
）、
さ
ら
に
、
自
分
の
姿
を
木
像
に
制
作
す
る

と
き
に
八
幡
神
の
神
使
で
あ
る
金
龍
と
白
鳩
を
も
加
え
る
よ
う
に
命
じ
た
（﹇
史

料
九
﹈
傍
線
部
④
）。
こ
れ
は
円
覚
寺
に
現
存
し
て
い
る
無
学
祖
元
坐
像
か
ら
も

（

）

確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
無
学
祖
元
が
蘭
渓
道
隆
の
追
放
さ
れ
た
状
況
を
ふ
ま

え
、
異
国
か
ら
来
た
自
分
が
布
教
し
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
た
め
の
戦
略
で
あ

っ
た
と
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

無
本
覚
心
の
八
幡
神
詫
宣
事
件
（﹇
史
料
四
﹈）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
禅
僧
た
ち
は
積
極
的
に
神
祇
と
の
関
係
性
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅

（

）

宗
独
立
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
攻
勢
を
行
っ
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
期
の
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渡
来
僧
た
ち
に
と
っ
て
、
自
分
は
「
敵
国
の
異
人
」
で
は
な
い
立
場
を
証
明
す
る

こ
と
は
切
実
な
課
題
で
も
あ
っ
た
。
蘭
渓
道
隆
の
よ
う
に
単
に
八
幡
神
を
説
法
中

に
取
り
上
げ
た
こ
と
に
対
し
て
、
無
学
祖
元
は
八
幡
神
に
導
か
れ
た
と
宣
言
し
た

と
い
う
強
い
姿
勢
を
示
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
と
い
う
異
常
な
社
会
情
勢
に
置
か

れ
て
い
る
渡
来
僧
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
八
幡
神
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
最
善
の

打
開
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
章
で
は
無
学
祖
元
と
同
様
に
、
緊
張
す
る

元
日
関
係
の
な
か
来
日
し
た
西
澗
子
曇
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
章

西
澗
子
曇
初
回
日
本
滞
在
中
の
動
向

第
一
節

西
澗
子
曇
と
六
波
羅
探
題
南
方

文
永
八
年
（
一
二
七
一
）、
二
十
三
歳
の
若
さ
で
来
日
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

西
澗
子
曇
が
円
爾
や
蘭
渓
道
隆
の
礼
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
彼
の
行
状
か
ら

（

）

う
か
が
え
る
。
な
お
、
行
状
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
西
澗
子
曇
は
南
浦
紹
明

（

）

の
語
録
に
も
跋
文
を
付
し
て
い
る
。
南
浦
紹
明
（
一
二
三
五
│
一
三
〇
九
）
は
南

宋
の
禅
僧
虚
堂
智
愚
の
法
を
嗣
い
で
帰
国
し
た
入
宋
僧
で
あ
り
、
法
脈
上
か
ら
西

澗
子
曇
と
は
同
門
に
あ
た
る
。
南
浦
紹
明
は
帰
国
後
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）

十
月
に
博
多
姪
浜
に
位
置
す
る
興
徳
寺
に
入
寺
し
、
そ
の
二
年
後
に
大
宰
府
崇
福

寺
に
移
り
、
三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
住
持
を
つ
と
め
る
。
そ
の
長
年
の
九
州
滞
在

は
、
鎌
倉
幕
府
が
国
際
経
験
を
有
す
る
禅
僧
を
外
交
顧
問
と
し
て
起
用
し
、
幕
府

（

）

の
外
交
経
験
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

幕
府
に
重
用
さ
れ
て
い
る
南
浦
紹
明
で
あ
る
が
、
住
持
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
十
四
歳
下
の
参
学
僧
で
あ
る
西
澗
子
曇
に
跋
文
を
請
う
た
こ
と
か
ら
も
、
西

澗
子
曇
が
如
何
に
日
本
禅
宗
界
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
え
よ
う
。

行
状
に
よ
れ
ば
、
西
澗
子
曇
は
北
条
時
宗
の
「
鈞
命
」（
使
命
）
を
受
け
て
来

（

）

日
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
西
澗
子
曇
の
来
日
は
鎌
倉
幕

府
の
指
示
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
え
よ
う
。
西
澗
子
曇
が
日
本
に
到
着
す
る

同
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
九
月
、
元
使
趙
良
弼
が
ク
ビ
ラ
イ
の
国
書
を
も
た
ら

し
て
今
津
に
上
陸
し
た
。
西
澗
子
曇
の
上
陸
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
史
料
上
に

同
年
に
来
日
し
た
南
宋
禅
僧
は
西
澗
子
曇
し
か
い
な
い
た
め
、
同
船
で
は
な
い
か

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
国
際
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
西
澗
子
曇
は
当
時
、
対
元

交
渉
に
困
っ
て
い
た
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

（

）

い
る
。
実
際
に
、
西
澗
子
曇
が
一
回
目
に
来
日
し
た
際
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
出
先

機
関
で
あ
る
六
波
羅
探
題
南
方
と
交
渉
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
事

実
は
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
三
月
、
西
澗
子
曇
が
一
回
目
の
来
日
を
終
え
、
元

朝
に
帰
還
し
て
い
た
間
、
日
本
僧
夢
庵
に
与
え
た
書
簡
「
与
夢
庵
尺
牘
」
か
ら
判

明
す
る
。
当
該
尺
牘
は
宋
元
交
替
期
の
東
ア
ジ
ア
社
会
状
況
を
知
る
上
で
の
重
要

史
料
で
あ
る
た
め
、
研
究
史
上
に
お
い
て
は
翻
刻
さ
れ
、
部
分
的
に
検
討
さ
れ
て

（

）

い
る
。
本
稿
で
は
、
論
旨
に
関
わ
る
箇
所
を
引
用
す
る
。

﹇
史
料
十
﹈

子
曇
頓
首
再
拝
、
夢
庵
知
藏
尊
道
契
師
足
下
。
子
曇
奉
別
顏
色
、
転
眼
三

春
、
未
嘗
（
疑
脱
字
「
無
」）
①
思
慕
中
山
同
守
寂
寥
之
時
也
。
近
者
想
道

体
清
勝
、
奉
侍
令
師
和
尚
無
諸
難
事
。（
中
略
）
中
間
薄
聞
上
刹
新
建
佛
堂
、

緣
法
極
殊
勝
、
甚
為
可
賀
。
此
豈
非
令
師
道
德
所
感
而
然
、
尤
且
敬
羨
。
②

寂
岩
兄
、
今
在
何
處
。
③
中
間
有
聞
説
、
南
殿
出
於
他
處
。
果
然
否
。
皆
不

得
實
信
。（
中
略
）
④
若
上
國
人
無
相
恠
意
、
明
後
年
當
求
見
參
、
以
畢
此

（

）

世
。
⑤
為
令
師
東
巖
和
尚
法
門
友
弟
、
不
復
有
再
歸
之
願
也
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右
の
﹇
史
料
十
﹈
③
に
あ
る
よ
う
に
、
在
元
中
の
西
澗
子
曇
が
日
本
僧
夢
庵
に

「
南
殿
」
の
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
。
南
殿
は
六
波
羅
探
題
南
方
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
佐
藤
氏
は
当
該
書
簡
の
作
成
年
代
に
基
づ
き
、
尋
ね
ら
れ
て
い
る
の
は
南
方

（

）

就
任
中
の
北
条
時
国
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
北
条
時
国
の
六
波
羅
探
題
南
方
の

就
任
期
間
は
一
二
七
七
│
一
二
八
四
年
で
あ
り
、
西
澗
子
曇
は
弘
安
元
年
（
一
二

七
八
）
に
元
に
戻
っ
た
た
め
、
一
回
目
の
日
本
滞
在
中
の
時
期
は
一
二
七
一
│
一

二
七
八
年
の
間
に
な
る
。
時
期
的
に
は
矛
盾
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
西
澗
子
曇
が

日
本
到
着
す
る
際
に
南
方
に
就
任
し
て
い
る
北
条
時
輔
（
在
任
一
二
六
四
│
一
二

七
二
）
の
方
が
よ
り
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

北
条
時
輔
は
鎌
倉
幕
府
第
五
代
執
権
北
条
時
頼
の
長
男
で
あ
り
、
後
の
第
八
代

執
権
と
な
っ
た
時
宗
の
兄
で
あ
る
。
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
十
一
月
、
時
輔
は

長
年
空
席
と
な
っ
て
い
た
南
方
府
を
再
建
す
る
と
い
う
任
務
を
帯
び
六
波
羅
探
題

南
方
に
就
任
し
た
。
在
職
す
る
七
年
余
り
の
間
に
、
西
国
に
相
応
の
勢
力
を
築
い

（

）

た
有
力
な
幕
府
要
人
で
あ
る
。
一
方
、
時
輔
は
父
時
頼
の
よ
う
に
深
く
禅
宗
に
帰

（

）

依
し
て
お
り
、
南
宋
の
禅
僧
兀
庵
普
寧
の
弟
子
と
な
っ
て
い
る
。

兀
庵
普
寧
（
一
一
九
七
│
一
二
七
六
）
は
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
北
条
時
頼

の
招
請
に
よ
っ
て
来
日
し
、
建
長
寺
第
二
世
と
な
り
、
時
頼
・
時
輔
父
子
を
は
じ

め
と
し
た
得
宗
家
の
人
々
を
教
化
し
て
い
る
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
兀
庵
普

寧
が
南
宋
に
帰
国
し
た
の
ち
に
も
度
々
、
弟
子
の
日
本
僧
東
巌
慧
安
に
書
簡
を
送

っ
て
い
た
。
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
兀
庵
普
寧
が
書
い
た
東
巌
慧
安
宛
て
の
書

状
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

﹇
史
料
十
一
﹈

吉
田
諸
檀
那
問
道
時
、
一
々
与
之
説
法
、
各
令
信
向
仏
法
、
勿
生
異
心
、
末

劫
時
節
、
各
宜
努
力
提
撕
、
勿
令
間
断
、
直
至
徹
大
法
、
不
疑
生
不
疑
死
、

不
疑
仏
不
疑
祖
、
尽
未
来
際
、
無
糸
毛
疑
慮
、
始
得
穏
坐
垂
手
入
鄽
、
撈

群
生
、
度
来
度
者
、
舒
巻
自
由
、
方
為
大
自
在
者
也
、
祝
々
毎
事
期
後
信
、

今
有
東
福
書
信
、
六
波
羅
南
殿
書
、
山
庄
書
、
可
令
人
送
去
而
呈
、
仍
取
回

（

）

書
付
来
、
幸
甚
々
々

下
線
部
に
あ
る
よ
う
に
「
六
波
羅
南
殿
」
つ
ま
り
北
条
時
輔
へ
の
書
簡
も
同
封

し
て
い
た
。

東
巌
慧
安
（
一
二
二
五
│
一
二
七
七
）
は
元
は
天
台
僧
で
あ
っ
た
が
、
入
宋
を

志
し
て
博
多
へ
下
向
す
る
間
、
禅
僧
悟
空
敬
年
の
説
法
を
聞
い
た
こ
と
を
契
機
に

禅
を
学
び
始
め
た
。
兀
庵
普
寧
が
来
日
し
、
建
長
寺
住
持
と
な
っ
た
後
、
東
巌
慧

安
は
再
び
鎌
倉
へ
向
か
い
、
兀
庵
普
寧
の
も
と
に
参
禅
し
、
そ
の
法
を
嗣
ぐ
こ
と

と
な
っ
た
。
兀
庵
普
寧
の
日
本
滞
在
中
、
東
巌
慧
安
は
京
都
に
吉
田
、
中
山
と
い

う
二
箇
所
の
庵
室
を
建
て
、
禅
を
広
め
て
い
た
。

﹇
史
料
十
二
﹈

又
遣
侍
者
正
因
副
景
用
侍
于
兀
庵
。
既
而
師
獨
留
京
洛
。（
中
略
）
便
①
隱

處
吉
田
中
山
兩
所
。
吉
田
庵
。
雖
鄰
里
比
簷
。
隱
逸
韜
晦
。（
中
略
）
②
中

山
庵
。
四
鄰
人
稀
。
一
徑
草
荒
。（
中
略
）
兀
庵
既
入
洛
。
寄
宿
旅
邸
。
師

先
遺
書
。
慰
問
退
院
歸
朝
之
由
。
並
敘
請
拜
謁
之
意
。
兀
庵
答
書
。（
中
略
）

並
賜
庵
號
曰
福
田
。
又
云
。
向
後
定
有
檀
越
歸
依
。
大
興
宗
社
。
那
時
須
號

額
正
傳
。（
中
略
）（
大
和
法
橋
）
與
宣
朝
通
計
。
相
語
山
徒
之
中
凶
惡
忘
身

之
輩
。
多
與
賄
賂
。
令
破
却
正
傳
寺
。（
中
略
）
折
節
勢
州
住
人
有
四
天
王
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十
郎
入
道
。
自
先
為
聽
法
参
會
。
便
曰
。
為
知
識
降
法
敵
。
有
何
罪
過
。
與

若
黨
四
五
人
。
進
出
庭
上
。（
中
略
）
③
其
後
自
六
波
羅
時
六
波
羅
南
殿
為

（

）

兀
庵
門
第
。
守
護
武
士
馳
聚
、
充
滿
庭
上

先
の
﹇
史
料
十
﹈
の
冒
頭
に
も
、
兀
庵
普
寧
が
東
巌
慧
安
に
吉
田
庵
の
諸
檀
越

に
よ
く
説
法
す
る
よ
う
諄
々
と
戒
め
て
い
る
。
北
条
時
輔
も
そ
の
吉
田
庵
の
檀
越

の
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
前
後
、
吉
田
庵
の
規
模
が
次

第
に
大
き
く
な
り
、
兀
庵
普
寧
に
よ
っ
て
正
伝
寺
と
安
名
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
、
正
伝
寺
が
禅
宗
の
隆
盛
を
忌
憚
す
る
延
暦
寺
僧
に
破
壊
さ
れ
る
事
件
が

あ
っ
た
。
そ
の
際
、
北
条
時
輔
が
守
護
す
る
た
め
に
武
士
を
率
い
て
正
伝
寺
の
危

機
を
救
っ
て
い
る
（﹇
史
料
十
二
﹈
傍
線
部
③
）。
同
じ
く
兀
庵
普
寧
の
弟
子
と
な

っ
て
い
た
北
条
時
輔
（
俗
人
弟
子
）
と
東
巌
慧
安
の
関
係
が
い
か
に
緊
密
で
あ
っ

た
か
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
今
一
度
、﹇
史
料
十
二
﹈
傍
線
部
①
と
②
を
確
認
し
た
い
。
東
巌
慧
安

が
作
っ
た
二
ヶ
所
の
庵
室
は
「
吉
田
」
と
「
中
山
」
で
あ
る
。
吉
田
庵
は
先
に
見

た
よ
う
に
規
模
が
拡
大
し
、
正
伝
寺
と
な
っ
た
。
中
山
庵
は
ま
だ
小
さ
い
よ
う
に

み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
山
庵
は
ま
さ
に
﹇
史
料
十
﹈
の
傍
線
部
①
に
「
中
山

に
て
同
じ
く
寂
寥
を
守
る
の
時
を
思
慕
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
澗
子
曇
が
夢

庵
と
共
に
過
ご
し
た
「
中
山
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
西
澗
子
曇
が
一
回
目
の
来

日
中
に
滞
在
し
て
い
た
場
所
に
あ
た
る
。
同
じ
﹇
史
料
十
﹈
の
傍
線
部
⑤
に
よ
れ

ば
宛
先
の
夢
庵
は
東
巌
慧
安
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
夢
庵
と
と
も
に
東

巌
慧
安
の
中
山
庵
で
過
ご
し
た
と
い
う
の
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

回
目
の
来
日
中
の
西
澗
子
曇
の
居
場
所
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
北
条
時
輔
は
禅
宗
に
深
く
信
仰
し
、
吉
田
庵
の
有
力

檀
越
と
し
て
考
え
ら
れ
、
共
通
す
る
師
を
有
す
る
東
巌
慧
安
と
は
非
常
に
密
接
な

関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
。
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
時
輔
が
六
波
羅
探
題
南
方
在

任
中
に
南
宋
か
ら
渡
来
し
た
西
澗
子
曇
と
接
点
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
両
者
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
は
、
時
輔
が
死
亡
し
た
と
さ

れ
て
い
る
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
ま
で
、
足
掛
け
二
年
の
時
間
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
新
た
な
疑
問
が
生
じ
る
。
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
二
月
に
作
成
し

た
﹇
史
料
十
﹈
の
書
簡
で
は
、
な
ぜ
西
澗
子
曇
が
八
年
前
に
死
亡
し
た
と
さ
れ
て

い
る
時
輔
の
消
息
を
聞
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
時
輔
の
死
亡
に
関
わ
る
二
月
騒
動
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
文
永
九
年

二
月
十
一
日
、
鎌
倉
に
お
い
て
北
条
氏
の
有
力
庶
家
で
あ
る
名
越
氏
の
当
主
時
章

と
そ
の
弟
教
時
が
討
た
れ
、
十
五
日
、
京
都
に
お
い
て
南
方
探
題
時
輔
が
殺
さ
れ

た
事
件
で
あ
る
。
細
川
重
男
氏
に
よ
れ
ば
、
時
輔
が
殺
さ
れ
た
要
因
と
し
て
は
、

文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
初
頭
以
来
の
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
を
背
景
に
、
執
権
北
条
時

宗
は
軍
事
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
権
力
集
中
を
急
い
で
い
た
状
況
が
あ
り
、
こ

の
状
況
下
で
の
六
波
羅
探
題
の
運
営
に
あ
た
り
、
西
国
を
基
盤
に
勢
力
伸
長
し
て

い
た
時
輔
の
存
在
が
異
母
弟
で
あ
る
時
宗
の
権
力
集
中
に
不
満
を
抱
く
勢
力
の
結

（

）

集
点
と
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
時
輔
が
生
き
延
び
た
と
す
る
一
部
の
史
料
も
存
在
す
る
。『
保
暦

（

）

間
記
』
文
永
九
年
二
月
条
に
は
「
同
十
五
日
、
式
部
丞
時
輔
モ
六
波
羅
ニ
テ
誅
セ

ラ
レ
、
時
輔
遁
テ
吉
野
ノ
奥
へ
立
入
テ
行
方
不
知
」
と
記
す
。
ま
た
『
興
福
寺
略

（

）

年
代
記
』
文
永
九
年
条
に
は
、「
二
月
十
五
日
、
六
波
羅
相
模
式
部
大
夫
時
輔
、

号
南
殿
、
被
誅
了
、
但
令
逐
電
云
々
」
と
記
す
。
い
ず
れ
も
時
輔
が
逃
げ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
原
兼
仲
（
一
二
四
四
│
一
三
〇
八
）
に
よ
る
『
勘
仲

（

）
記
』
文
永
十
一
年
十
月
二
十
九
日
条
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
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﹇
史
料
十
三
﹈

廿
九
日
辛
未
、
陰
、
異
国
賊
徒
責
来
之
間
興
盛
之
由
風
聞
、
関
東
武
家
辺
騒

動
云
々
、
或
説
云
、
北
条
六
郎
（
時
定
）
并
式
部
大
夫
時
輔
等
打
上
云
々
、

是
非
未
決
、
怖
畏
無
極
者
也

文
永
十
一
年
と
い
う
時
輔
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
二
年
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

京
都
社
会
に
お
い
て
時
輔
の
生
存
の
風
聞
が
流
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

多
く
の
史
料
が
時
輔
の
誅
死
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
輔
が
打
た
れ
た
こ

と
は
史
実
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
が
、
時
輔
に
纏
わ
る
風
聞
は
絶
え
ず
、
鎌
倉
幕

府
は
無
視
で
き
な
く
な
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
弘
安
八
年
（
一
二
八
四
）
八

月
、
北
条
時
宗
が
急
死
し
た
半
年
後
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
北
条
時
輔
及
び
そ
の
子
に

（

）

対
す
る
手
配
書
が
発
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

﹇
史
料
十
四
﹈

相
模
式
部
大
夫
殿
・
同
御
子
息
、
令
経
廻
所
々
給
由
事
、
去
八
月
廿
日
関
東

御
教
書
、
今
月
六
日
到
来
、
案
文
如
此
、
早
任
被
仰
下
之
旨
、
無
緩
怠
之

儀
、
可
被
存
知
候
也
、
仍
執
達
如
件

弘
安
七
年
九
月
七
日

左
衛
門
尉
（
花
押
）

鰐
淵
寺
南
北
衆
徒
御
中

細
川
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
右
の
文
書
は
「
相
模
式
部
大
夫
殿
」
と
そ
の
「
御

子
息
」
が
「
令
経
廻
所
々
給
」
て
い
る
を
伝
え
、
こ
れ
に
対
す
る
警
戒
を
命
じ
る

と
い
う
関
東
御
教
書
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、「
相
模
式
部
大
夫
殿
」

に
当
て
は
ま
る
人
物
は
当
時
た
だ
一
人
、
北
条
時
輔
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
本
文

（

）

書
は
北
条
時
輔
父
子
に
対
す
る
指
名
手
配
で
あ
る
。

以
上
の
史
料
を
見
る
と
、
時
輔
が
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
生
存
・
廻

国
の
噂
が
い
か
に
広
ま
っ
て
い
た
か
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
弘
安
三
年
の

西
澗
子
曇
の
書
簡
は
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、
元
朝
に
い
た
西
澗
子
曇
の
周
辺
に
も
似
た
よ
う
な
噂
が
流
さ
れ
て
い

（

）
た
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
西
澗
子
曇
の
書
簡
に
あ
る
「
南
殿
」
は
北
条
時
輔
を

指
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。
次
に
西
澗
子
曇
と
東
巌
慧
安
の
関
係
に
つ
い
て
も

確
認
し
た
い
。

第
二
節

西
澗
子
曇
と
東
巌
慧
安

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
東
巌
慧
安
は
渡
来
僧
兀
庵
普
寧
の
弟
子
で
あ
り
、
京

都
正
伝
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
期
に
お
い
て
、
東
巌
慧

安
は
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
熱
烈
に
八
幡
神
に
祈
祷
し
て
い
た
こ
と
で
仏
教
史
な

（

）

い
し
対
外
関
係
史
上
に
お
け
る
異
色
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

東
巌
慧
安
は
敵
国
降
伏
の
た
め
、
自
ら
創
建
し
た
正
伝
寺
を
祈
祷
所
と
し
、
八
幡

（

）

神
を
勧
請
し
て
い
る
（﹇
史
料
十
五
﹈
の
傍
線
部
①
）。

﹇
史
料
十
五
﹈

正
伝
禅
寺
住
持
某
甲

再
拝
敬
白

本
朝
者
是
為
神
国
、
故
一
切
神
祇
充
満
国
界
、
雖
然
、
尊
重
三
宝
、
不
敬
霊

神
、
于
茲
、
①
近
年
為
降
蒙
古
敵
国
、
有
奉
祈
請

聖
朝
御
運
故
、
一
条
以

北
今
出
河
辺
、
卜
狭
少
地
〈
東
西
三
十
三
丈
、
南
北
十
四
丈
、〉
為

御
祈

祷
所
、
任
於
兀
庵
和
尚
懸
記
、
雖
号
正
伝
禅
寺
、
未
会
起
立
一
宇
仏
殿
、
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（
中
略
）
②
八
幡
者
、
是
最
初
発
心
因
縁
不
浅
、
仏
法
擁
護
、
経
於
年
序
、

同
心
勧
請
、
時
節
到
来
、
明
日
酉
時
即
其
節
也
、
神
々
各
々
、
応
勧
請
声
、

降
臨
影
向
、
莫
現
凡
夫
怖
畏
之
形
、
唯
現
人
天
可
愛
之
身
、
護
持
仏
法
、
弘

通
国
界
、
若
如
是
者
邪
法
銷
滅
、
王
法
繁
昌
、
天
下
泰
平
、
諸
人
快
楽
、

文
永
十
年
五
月
二
十
日

正
伝
禅
寺
住
持
某
甲
再
拝

東
巌
慧
安
の
こ
の
願
文
に
よ
れ
ば
、
八
幡
は
最
初
の
発
心
の
時
以
来
、
浅
か
ら

ぬ
因
縁
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（﹇
史
料
十
五
﹈
の
傍
線
部
②
）。
東
巌
慧

安
は
元
は
天
台
宗
円
教
寺
の
僧
侶
で
あ
り
、
禅
僧
に
な
る
以
前
に
、
石
清
水
八
幡

（

）

宮
へ
龍
樹
大
論
百
巻
を
借
覧
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
正
伝
寺
の
前
身
吉
田
庵
を
創

建
し
た
の
ち
に
も
、
弟
子
に
説
法
す
る
た
め
に
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
智
度
論
を
借

り
出
し
て
い
る
。
石
清
水
八
幡
宮
の
蔵
書
は
容
易
に
借
り
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
東
巌
慧
安
は
「
依
誠
至
之
験
、
俄
有
勝
縁
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
を
感
得

（

）

し
た
と
い
う
。
要
す
る
に
東
巌
慧
安
は
石
清
水
八
幡
宮
に
お
い
て
異
国
降
伏
祈
祷

を
行
う
以
前
か
ら
、
石
清
水
八
幡
宮
と
極
め
て
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
。

な
お
、
帰
国
し
た
兀
庵
普
寧
が
東
巌
慧
安
を
介
し
て
八
幡
宮
と
書
状
を
交
わ
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。﹇
史
料
十
一
﹈
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
兀
庵

普
寧
は
南
宋
に
身
を
置
い
て
も
東
巌
慧
安
を
介
し
て
日
本
側
の
北
条
時
輔
ら
と
頻

繁
に
書
簡
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
次
の
東
巌
慧

（

）

安
の
兀
庵
普
寧
宛
て
書
簡
で
は
、

﹇
史
料
十
六
﹈

（
前
略
）
尊
書
并
墨
梅
両
軸
、
焼
香
百
拝
、
跪
以
拝
領
、
不
勝
感
激
、
又
八

幡
回
書
、
親
面
達
之
畢
、
六
波
羅
南
殿
以
慈
旨
親
面
、
可
再
三
説
、
奉
献
水

精
念
珠
一
連
納
漆
合
伏
乞
、
垂
慈
眼
、

文
永
八
年
辛
未
七
月
十
八
日
日
本
国
洛
陽
正
伝
寺
住
持
小
師
比
丘
慧
ー

頓
首
百
拝
敬
白

大
宋
国
径
山
万
年
正
続
兀
庵
老
師
大
和
尚
大
禅
師
足
下

と
あ
り
、
東
巌
慧
安
が
兀
庵
普
寧
か
ら
預
か
っ
た
「
八
幡
回
書
」
を
自
ら
八
幡
宮

と
北
条
時
輔
へ
手
渡
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
兀
庵
普
寧
と
石
清
水
八
幡
宮

と
書
簡
の
往
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
兀
庵
は
帰
国
後
に
も
東
巌
慧
安
を
介
し

て
石
清
水
八
幡
宮
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
章
で
述
べ
た
日
本
僧
に
紹
介
さ
れ
て
鶴
岡

八
幡
宮
へ
参
詣
し
た
無
学
祖
元
の
事
例
の
よ
う
に
、
渡
来
僧
と
八
幡
神
の
間
に
日

本
僧
の
仲
介
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
西
澗
子
曇
と
石
清
水
八
幡
宮
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
東
巌
慧
安
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。先

の
﹇
史
料
十
﹈
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
西
澗
子
曇
は
一
回
目
の
来
日
中

に
、
東
巌
慧
安
の
弟
子
夢
庵
と
と
も
に
京
都
・
中
山
庵
に
滞
在
し
て
い
た
（﹇
史

料
十
﹈
の
傍
線
部
①
）。
な
お
、
西
澗
子
曇
は
自
分
の
こ
と
を
東
巌
慧
安
の
「
法

門
友
弟
」
と
自
称
し
て
い
る
（﹇
史
料
十
﹈
の
傍
線
部
⑤
）（
法
脈
図
は
文
末
）。

西
澗
子
曇
が
中
山
庵
に
滞
在
し
て
い
る
際
に
、
八
幡
神
を
深
く
信
仰
し
て
い
る
東

巌
慧
安
に
よ
っ
て
石
清
水
八
幡
宮
へ
参
詣
を
勧
め
た
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
西
澗
子
曇
は
再
び
日
本
へ
渡
航
し
、
日
本
で
人
生
を
送
る
計
画
に
つ

い
て
言
及
し
、
そ
こ
で
「
上
国
の
人
、
相
い
怪
し
む
意
無
」（﹇
史
料
十
﹈
の
傍
線

部
④
）
け
れ
ば
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
の
こ
と
を
上
国
と
尊
称
し
て
い
る
と
同
時
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に
、
怪
し
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
何
を
怪
し

ま
れ
る
か
と
い
う
と
、
西
澗
子
曇
は
日
本
で
文
永
の
役
を
経
験
し
て
お
り
、
間
諜

と
疑
わ
れ
た
渡
来
僧
蘭
渓
道
隆
の
様
子
を
見
聞
し
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
弘
安
の
役
の
勃
発
に
よ
り
渡
航
を
一
時
中
止
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
元
朝
を
日
本
社
会
が
警
戒
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
西
澗
子
曇
の

こ
の
よ
う
な
日
本
の
社
会
状
況
に
対
す
る
理
解
は
間
違
い
な
く
、
一
回
目
の
来
日

中
に
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
中
山
庵
に
滞
在
し
、
篤
く
八
幡
神

を
信
仰
し
て
い
る
日
本
僧
東
巌
慧
安
と
そ
の
門
派
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ

て
、
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
、
詩
文
を
書
き
残
し
た
西
澗
子
曇
は
そ
の
詩
文
は

政
治
色
が
な
い
と
い
え
ど
も
、
当
時
の
社
会
状
況
を
十
分
把
握
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

最
後
に
、
西
澗
子
曇
が
尋
ね
て
い
る
寂
巌
（﹇
史
料
十
﹈
の
傍
線
部
②
）
は
、

文
永
年
間
に
入
宋
し
た
寂
巌
禅
了
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
出
自
法
脈
は
不
明
で
あ

（

）

る
が
、
寿
福
寺
の
大
休
正
念
の
元
で
維
那
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
兀
庵
普
寧
の
語
録
の
編
者
の
一
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
兀
庵
普
寧
が

日
本
を
去
っ
た
後
に
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
多
く
大
休
正
念
の
も
と
に
投
じ
た
こ
と

か
ら
考
え
れ
ば
、
寂
巌
禅
了
は
東
巌
慧
安
・
兀
庵
普
寧
・
大
休
正
念
と
密
接
な
関

係
を
有
す
る
人
物
で
間
違
い
な
い
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
西
澗
子
曇
が
初
回

日
本
滞
在
中
に
、
東
巌
慧
安
及
び
そ
の
門
派
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
石
清
水
八
幡
宮
所
蔵
史
料
『
鳩
嶺
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

渡
来
僧
西
澗
子
曇
の
詩
文
の
創
作
背
景
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
渡
来
僧
と
八
幡
神

と
の
関
係
に
着
目
し
つ
つ
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
期
に
お
け
る
渡
来
僧
と
日
本
社
会
の

関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
纏
め
る
と
以
下
の

通
り
と
な
る
。

第
一
章
で
は
詩
文
出
典
及
び
そ
の
伝
播
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
西
澗
子
曇
が
引

用
し
た
「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
と
い
う
一
文
は
、
覚
阿
に
よ
り
作
ら
れ
た
開
悟
偈

で
あ
り
、
中
国
灯
史
に
記
さ
れ
て
い
る
最
初
に
開
悟
し
た
日
本
僧
と
し
て
、
そ
の

開
悟
偈
は
日
本
禅
林
の
み
な
ら
ず
、
中
国
禅
林
で
も
広
く
知
ら
れ
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
初
回
来
日
中
の
西
澗
子
曇
は
こ
の
よ
う
な
日
本
と
関
係
深

い
詩
句
を
神
に
捧
げ
た
わ
け
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
日
本
の
中
世
禅
僧
と
八
幡
神
の

関
係
か
ら
、
渡
来
僧
と
八
幡
神
の
事
例
を
中
心
に
検
討
を
深
め
た
。
モ
ン
ゴ
ル
襲

来
期
と
い
う
社
会
状
況
に
お
い
て
、
日
本
の
神
と
の
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
蘭
渓
道
隆
が
追
放
さ
れ
た
事
例
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い

た
渡
来
僧
の
姿
勢
が
う
か
が
え
た
。
無
学
祖
元
の
よ
う
に
積
極
的
に
八
幡
神
と
関

係
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
動
き
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
章
で
は
従
来
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
西
澗
子
曇
の
動
向
を
検
討
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
第
一
回
目
の
日
本
滞
在
中
、
西
澗
子
曇
は
東
巌
慧
安
や
北
条
時
輔
と

深
い
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
人
脈
か
ら
西
澗
子
曇

は
東
巌
慧
安
よ
り
八
幡
宮
へ
の
参
詣
を
勧
め
ら
れ
た
可
能
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
期
に
お
い
て
、
渡
来
僧
に
向
け
ら
れ
る
ま
な
ざ

し
を
十
分
に
理
解
し
て
お
り
、
西
澗
子
曇
や
無
学
祖
元
ら
は
積
極
的
に
八
幡
神
と

の
関
係
を
取
り
結
ん
だ
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
活
動
に
よ
り
、
渡
来
僧

の
日
本
社
会
に
お
け
る
活
躍
が
実
現
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
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注（
１
）
仁
木
夏
実
「
西
澗
子
曇
『
鳩
嶺
集
』
所
収
二
首
制
作
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
文
芸
論
叢
』
七
二
、
二
〇
〇
九
年
）。『
鳩
嶺
集
』
は
『
石
清
水
八
幡
宮
史
料

叢
書
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
五
年
）
の
五
『
営
造
・
遷
宮
・
回
禄
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
西
澗
子
曇
に
関
す
る
基
本
史
料
の
行
状
は
『
続
群
書
類
従
』
九
輯
・
巻
二
二
八

・
三
六
七
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
行
状
の
後
半
部
に

つ
い
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
西
澗
子
曇
の
渡
来
と
そ
の
功
績
│
蒙
古
襲
来
を
挟
ん

で
二
度
の
来
日
を
果
た
し
た
中
国
禅
僧
の
数
奇
な
生
涯
│
」（『
駒
沢
大
学
仏
教

学
部
論
集
』
三
八
、
二
〇
〇
七
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
葉
貫
磨
哉
「
北
条
時
宗
と
西
澗
子
曇
の
役
割
」（
同
氏
『
中
世
禅
林
成
立
史
の
研

究
』
第
二
章
第
二
節
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
七
三
年
）。

（
４
）
前
注
（
２
）
佐
藤
論
文
。

（
５
）
前
注
（
１
）
仁
木
論
文
。

（
６
）
大
隅
和
雄
「『
元
亨
釈
書
』
と
神
祇
」（『
東
京
女
子
大
学
附
属
比
較
文
化
研
究
所

紀
要
』
四
八
、
一
九
八
七
年
）。
名
畑
崇
「『
元
亨
釈
書
』
神
祇
観
序
説
」（『
大

谷
大
学
研
究
年
報
』
四
〇
、
一
九
八
七
年
）。
原
田
正
俊
「
禅
宗
の
地
域
発
展
と

神
祇
」（
同
氏
『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』
第
二
部
第
二
章
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。

（
７
）
前
注
（
１
）
六
〇
二
頁
。

（
８
）
前
注
（
１
）
仁
木
論
文
。

（
９
）
前
注
（
２
）
佐
藤
論
文
、
前
注
（
３
）
葉
貫
論
文
。

（
１０
）
覚
阿
の
事
績
に
関
し
て
は
、
佐
藤
秀
孝
「
覚
阿
の
入
宋
求
法
と
帰
国
後
の
動
向

│
宋
朝
禅
初
伝
者
と
し
て
の
栄
光
と
挫
折
を
踏
ま
え
て
│
」（
上
）（
中
）
を
参

照
さ
れ
た
い
（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
〇
・
四
一
、
二
〇
〇
九
・
二
〇

一
〇
年
）。「
水
在
澄
潭
月
在
天
」
と
い
う
の
は
覚
阿
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
１１
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
六
。『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
三
一
冊
、
一
〇
〇
頁
。

（
１２
）
『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
二
〇
「
覚
阿
上
人
」、『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
一
三
七
冊
、

二
八
七
頁
。

（
１３
）
前
注
（
１
）
仁
木
論
文
で
は
本
稿
引
用
史
料
一
『
嘉
泰
普
灯
録
』
の
記
事
を
翻

刻
す
る
際
、
傍
線
部
①
を
「
述
五
偈
、
叙
所
見
、
辞
海
東
帰
偈
曰
、」
と
判
読
し

て
い
る
た
め
、
開
悟
偈
を
辞
別
偈
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
覚
阿
の
記
事
を

収
録
し
て
い
る
僧
伝
と
し
て
は
、
前
注
（
１１
）（
１２
）
の
ほ
か
、『
五
灯
会
元
』

巻
二
〇
（『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
一
三
八
冊
、
八
一
四
頁
）、『
続
伝
灯
録
』
巻

三
一
（『
大
正
蔵
』
五
一
冊
、
六
八
三
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１４
）
「
霊
隠
仏
海
禅
師
塔
銘
」（『
周
文
忠
集
』
巻
四
〇
）。

（
１５
）
榎
本
渉
「
日
中
・
日
朝
僧
侶
往
来
年
表
（1127-1250

）」
村
井
章
介
編
『
八
│
十

一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
│
海
域
と
港
市
の

形
成
、
民
族
・
地
域
間
の
相
互
認
識
を
中
心
に
│
』
平
成
１２
│
１６
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
四
年
。
前
注
（
６
）
佐
藤
論
文
。

本稿に登場する主要な禅僧を中心とした法脈図
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（
１６
）
前
注
（
１０
）
佐
藤
論
文
。

（
１７
）
前
注
（
１２
）
史
料
。

（
１８
）
前
注
（
１３
）『
五
灯
会
元
』
巻
二
〇
。

（
１９
）
前
注
（
１３
）『
続
伝
灯
録
』
巻
三
一
。

（
２０
）
『
念
大
休
禅
師
語
録
』『
大
日
本
仏
教
全
書
』
九
六
冊
、
九
七
頁
。

（
２１
）
前
注
史
料
一
五
二
頁
。

（
２２
）
佐
藤
秀
孝
「
月
峰
了
然
と
『
月
峰
和
尚
語
録
』」『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』

二
二
、
二
〇
一
〇
年
。

（
２３
）
前
注
佐
藤
論
文
。
佐
藤
秀
孝
「『
月
峰
和
尚
語
録
』
の
翻
刻
と
訓
読
」『
駒
沢
大

学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
六
九
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
２４
）
前
注
佐
藤
論
文
。

（
２５
）
前
注
（
２
）
史
料
。

（
２６
）
前
注
（
１１
）
史
料
。
前
注
（
１０
）
佐
藤
論
文
。

（
２７
）
前
注
（
１１
）
史
料
巻
六
、
一
〇
七
頁
。

（
２８
）
前
注
（
１
）
仁
木
論
文
。

（
２９
）
八
幡
信
仰
に
関
し
て
は
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
中
野
幡
能
『
八
幡
信
仰
』

（
塙
書
房
、
一
九
八
五
年
）、
逵
日
出
典
「
八
幡
神
宮
の
成
立
」（『
神
道
史
研
究
』

四
二
号
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
禅
宗
と
八
幡
神
の
関
係
は
前
注

（
６
）。

（
３０
）
前
注
（
１１
）
史
料
『
元
亨
釈
書
』
巻
七
、
一
一
二
頁
。

（
３１
）
前
注
（
１１
）
史
料
『
元
亨
釈
書
』
巻
七
、
一
一
〇
頁
。

（
３２
）
前
注
（
６
）
原
田
論
文
。

（
３３
）
『
沙
石
集
』
巻
四
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
八
五
、
二
五
八
頁
。

（
３４
）
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』
所
収
乙
本
、
二
四
九
頁
。

（
３５
）
前
注
（
６
）
原
田
論
文
。

（
３６
）
前
注
（
６
）
原
田
論
文
。

（
３７
）
前
注
（
１１
）
史
料
『
元
亨
釈
書
』
巻
六
、
一
〇
四
頁
。

（
３８
）
『
大
覚
禅
師
語
録
』
巻
上
、『
大
正
蔵
』
八
〇
巻
、
五
五
頁
。

（
３９
）
『
吾
妻
鏡
』
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
八
月
二
十
三
日
。

（
４０
）
前
注
（
３８
）
史
料
六
〇
頁
。

（
４１
）
『
建
長
寺
秘
法
展：

鎌
倉
五
山
第
一
位
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
。

（
４２
）
「
法
海
禅
師
行
状
記
」『
続
群
書
類
従
』
九
輯
・
巻
二
二
八
、
三
六
九
頁
。

（
４３
）
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
九
、
四
八
五
頁
。

（
４４
）
『
沙
石
集
』（
流
布
本
）
巻
十
「
建
仁
寺
本
願
僧
正
事
」。

（
４５
）
前
注
（
１１
）
史
料
『
元
亨
釈
書
』
巻
八
、
一
二
三
│
一
二
四
頁
。

（
４６
）
江
静
『
赴
日
宋
僧
無
学
祖
元
研
究
』
商
務
印
書
館
、
第
三
章
・
四
章
、
二
〇
一

一
年
。

（
４７
）
『
佛
光
国
師
語
録
』
巻
八
、『
大
正
蔵
』
八
〇
巻
、
二
二
二
頁
。

（
４８
）
前
注
史
料
。

（
４９
）
池
内
宏
『
元
寇
の
新
研
究
』、
東
洋
文
庫
、
一
九
三
一
年
。

（
５０
）
『
東
福
開
山
聖
一
国
師
年
譜
』、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
九
六
冊
、
一
四
四
頁
。

（
５１
）
前
注
（
３
）
葉
貫
論
文
。

（
５２
）
図
録
『
円
覚
寺
の
至
宝
』（
三
井
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）
四
│
一
九
。

（
５３
）
前
注
（
６
）
原
田
論
文
。

（
５４
）
前
注
（
２
）
史
料
。

（
５５
）
『
円
通
大
応
国
師
語
録
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
巻
八
〇
、
一
二
八
頁
。

（
５６
）
伊
藤
幸
司
「
蒙
古
襲
来
を
め
ぐ
る
円
爾
と
南
浦
紹
明
」（『
都
府
楼
』
二
二
、
二

〇
〇
二
年
）。

（
５７
）
前
注
（
２
）
史
料
。

（
５８
）
前
注
（
２
）
佐
藤
論
文
、
前
注
（
３
）
葉
貫
論
文
。

（
５９
）
前
注
（
２
）
佐
藤
論
文
、
前
注
（
３
）
葉
貫
論
文
。
ま
た
榎
本
渉
「
初
期
日
元

貿
易
と
人
的
交
流
」（
宋
代
史
研
究
会
編
『
宋
代
の
長
江
流
域
│
社
会
経
済
史
の

視
点
か
ら
│
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
当
該
史
料
を
取
り
上
げ
、
元

日
交
通
状
況
を
分
析
し
た
。

（
６０
）
前
注
論
文
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
６１
）
前
注
（
２
）
佐
藤
論
文
。

（
６２
）
細
川
重
男
「
相
模
式
部
大
夫
殿
│
文
永
九
年
二
月
騒
動
と
北
条
時
宗
政
権
│
」

（
日
本
史
史
料
研
究
会
研
究
選
書
『
鎌
倉
北
条
氏
の
神
話
と
歴
史
│
権
威
と
権
力

│
』、
二
〇
〇
七
年
）。

（
６３
）
「
東
巖
安
禅
師
行
実
」『
続
群
書
類
従
』
九
輯
・
巻
二
二
六
、
三
一
四
頁
。
な
お
、
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兀
庵
普
寧
の
語
録
に
も
北
条
時
輔
に
あ
た
る
法
語
が
存
す
る
。

（
６４
）
『
鎌
倉
遺
文
』
一
〇
三
五
〇
号
。

（
６５
）
前
注
（
６３
）
史
料
。

（
６６
）
前
注
（
６２
）
細
川
論
文
。

（
６７
）
佐
伯
真
一
・
高
木
浩
明
編
『
校
本
保
暦
間
記
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）
九

一
頁
。

（
６８
）
『
続
群
書
類
従
』
二
九
輯
・
雑
部
、
一
六
五
頁
。

（
６９
）
高
橋
秀
樹
「
広
橋
家
旧
蔵
「
兼
仲
卿
暦
記

文
永
十
一
年
」
に
つ
い
て
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
〇
、
一
九
九
七
年
）
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
７０
）
前
注
（
６２
）
細
川
論
文
。
鰐
淵
寺
文
書
研
究
会
編
『
出
雲
鰐
淵
寺
文
書
』（
法
蔵

館
、
二
〇
一
五
年
）
二
七
号
。

（
７１
）
前
注
（
６２
）
細
川
論
文
。

（
７２
）
『
元
史
』
に
は
北
条
執
権
と
思
わ
れ
る
「
焦
元
帥
」
な
る
日
本
の
高
官
の
婿
で
あ

る
「
賈
祐
」
と
言
う
人
物
が
元
に
投
降
す
る
く
だ
り
が
あ
り
、「
輔
」
と
「
祐
」

が
同
じ
「
す
け
」
と
訓
ず
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
賈
祐
」
は
「
時
輔
」
と
称
す

る
人
物
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
前
注
（
４９
）
池
内
書
三
八
五
頁
）。

（
７３
）
前
注
（
４９
）
池
内
書
。

（
７４
）
『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
二
六
七
号
。

（
７５
）
前
注
（
６３
）
史
料
。

（
７６
）
前
注
（
６３
）
史
料
。

（
７７
）
『
鎌
倉
遺
文
』
一
〇
八
五
一
号
。

（
７８
）
『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
下
（『
五
山
文
学
新
集
』
巻
六
、
四
七
三
│
四
七
四
頁
）。

（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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